
七
月
七
日
は
中
国
と
の
全

面
戦
争
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事

件
が
起
こ
っ
た
日
で
す
。
今

年
が
ち
ょ
う
ど
70
年
と
い
う

節
目
の
年
で
す
。

○
高
校
教
科
書
の
検
定
で
沖

縄
の
集
団
自
決
の
軍
関
与

を
削
除
。

○
「
従
軍
慰
安
婦
」
の
政
府

関
与
の
否
定

○
南
京
大
虐
殺
の
否
定
（
教

科
書
も
「
南
京
事
件
」
と

い
う
よ
う
に
書
き
改
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
）

い
ま
、
あ
の
戦
争
は

「
自
衛
の
戦
争
だ
っ
た
」

「
侵
略
戦
争
で
は
な
い
」

「
南
京
大
虐
殺
は
な
か
っ

た
」
、
こ
ん
な
主
張
を

す
る
国
会
議
員
が
お
ど

ろ
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

（
2
面
に
続
く
）

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００７年７月９日
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七月七日は何の日？
日中戦争（盧溝橋事件）勃発70年

知っておきたい 1931年からの一連の戦争
1931年 9月18日（満州事変）

1937年 7月7日（日中戦争勃発）

1941年 12月8日（太平洋戦争）

1945年 6月23日（沖縄の組織的な戦闘終結 沖縄慰霊の日）

そして、 8月6日 8月9日 8月15日

ア
メ
リ
カ
で
「
慰
安
婦
」
決
議

旧
日
本
軍
に
よ
る
「
従
軍
慰
安
婦
」
の
問
題

で
米
下
院
外
交
委
員
会
が
日
本
政
府
の
公
式
な

謝
罪
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

自
民
・
民
主
国
会
議
員
が
米
紙

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
に
「
慰
安
婦
」
強
制
性
を

否
定
す
る
全
面
広
告
掲
載
（
6
月
14
日
付
）
。

米
国
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
批
判

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
広
告
が
決
議
採

択
を
加
速
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
民
29
議
員
、
民
主
13
議
員
、
無

所
属
2
議
員
が
名
を
連
ね
ま
し
た 日本青年会議所 「靖国ＤＶＤ」

世論の批判で文科省契約辞退
文科省の研究委託を受けた侵略戦争、賛美・

肯定するＤＶＤを作成した青年会議所は、委

託辞退を申し入れました。（6月20日）



６
月
の
給
料
明
細
や
夏
季
一

時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
明
細
を

見
て
、
怒
り
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

今
年
度
の
評
価
育
成
シ
ス
テ

ム
の
説
明
の
際
に
、
管
理
職
か

ら
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
た
職
場
で
は
、
「
こ

ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に

な
ぜ
、
ボ
ー
ナ
ス
が
減
る
の
か
。
」

「
良
好
な
の
に
な
ぜ
、
勤
勉
手

当
が
減
る
の
か
」
と
い
っ
た
声

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

府
労
組
連
の
夏
季
闘
争
で
も
、

成
績
主
義
な
く
せ
の
教
職
員
、

府
職
員
の
声
が
た
く
さ
ん
出
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
度
評
価
（
育
成
シ
ー

ト
）
写
し
は
本
人
に
渡
す

「
育
成
シ
ー
ト
」
の
コ
ピ
ー

を
も
ら
っ
て
い
な
い
教
職
員
が

た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で
す
。

市
教
委
は
「
育
成
シ
ー
ト
の

写
し
を
本
人
に
渡
す
」
（
06
年

度
）
と
し
て
い
ま
す
。

育
成
シ
ー
ト
は
3
年
間
保
存

で
あ
り
、
育
成
シ
ー
ト
の
写
し

を
も
ら
っ
て
い
な
い
人
は
、
今

か
ら
で
も
、
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
間
、
「
Ｓ
の
評
価
を
受
け
た

人
が
い
る
ら
し
い
。
」
と
い
う
う
わ

さ
を
聞
き
ま
し
た
。
市
教
委
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
た
が
、
Ｓ
評
価
の
人
は

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
会
議

国
会
議
員
懇
談
会

「
憲
法
改
正
」

「
教
育
基
本
法
改
正
」

「
首
相
の
靖
国
参
拝
の
定
着
化
」

な
ど
を
主
張
（
結
成
5
周
年
記

念
大
会
決
議
よ
り
）

衆
参
か
ら
二
〇
〇
名
を
超
え
る

議
員
が
参
加
。

民
主
党
か
ら
も
4
議
員
が
参
加
。

民
主
党
「
慰
安
婦
問
題
と

南
京
事
件
の
真
実
を
検
証

す
る
会
」

19
議
員

同
会
は
、
慰
安
婦
問
題
で
謝

罪
と
反
省
を
表
明
し
た
「
河
野

談
話
」
を
否
定
。
「
公
権
力
に

よ
る
強
制
連
行
の
事
実
は
な
い
」

と
の
見
解
を
す
る
よ
う
に
政
府

に
働
き
か
け
、
安
倍
首
相
が
3

月
、
そ
の
考
え
を
表
明
。

南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
も
、

「
大
虐
殺
、
虐
殺
は
な
か
っ
た
、

間
違
い
な
く
」
な
ど
と
国
会
で

発
言
（
松
原
仁
民
主
党
衆
議
院

議
員
比
例
選
出
東
京
）
。

平
和
・
憲
法
、
く
ら
し
・
生
活

が
大
変
で
す
。
国
民
の
意
志
表

示
が
で
き
る
参
議
院
選
挙
が
間

近
で
す
。

「
勤
勉
手
当
」
に
シ
ス
テ
ム
評
価
反
映

管
理
職
の
説
明
に
教
職
員
か
ら
怒
り
の
声

「
Ｂ
評
価
で
ボ
ー
ナ
ス
が
減
る
の
か
！
」

「
住
民
税
が
大
幅
に
増
え
て
、
手
取
り
が
減
っ
て
い
る
。
」

平和・「憲法守れ」
教職員、国民の願いとかけ離れた議員

野党・民主党にも



大
阪
（
伊
丹
）
空
港
に

米
軍
機
が
着
陸
！

か
つ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、
米
軍
機

が
伊
丹
空
港
に
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

民
間
機
運
行
の
安
全
性
や
騒
音
公
害
な

ど
、
住
民
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
と

し
て
、
府
議
会
や
豊
中
市
議
会
な
ど
が

軍
用
機
の
離
着
陸
禁
止
を
求
め
る
決
議

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
07
年
に
な
っ
て
か
ら
だ

け
で
も
、
20
回
近
く
米
軍
機
が
無
断
で

着
陸
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
知
ら
な

い
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
、
こ
ん
な
動
き

が
あ
り
ま
す
。

民
間
の
空
港
や
港
湾
の
軍
事
利
用
優

先
を
な
し
く
ず
し
に
進
め
る
意
図
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
豊
中
市
は
米
軍

機
無
断
着
陸
の
た
び
に
、
抗
議
は
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

日本・世界で あまり報道されていない情報

何森真人さんを招いて
ＰＯＷＥＲ ＵＰ講座 大好評

「“専門性”の大切さに一番共感」

6
月
16
日
（
土
）
、
す
て
っ
ぷ
で
今

年
度
第
二
回
目
と
な
る
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

Ｕ
Ｐ
講
座
を
開
催
。

前
半
は
教
材
づ
く
り
で
①
く
る
く
る

練
習
器

②
平
均
水
槽

③
ぱ
た
ぱ
た

タ
イ
ル

④
角
度
メ
ー
カ
ー
・
全
円
分

度
器
を
作
成
し
ま
し
た
。

後
半
は
作
っ
た
教
具
の
使
い
方
の
説

明
や
算
数
と
い
う
教
科
を
通
し
て
の
授

業
づ
く
り
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

「すぐにでも実践してみたい」



今
年
の
豊
能
夏
季
宿
泊
教
研

（
箕
面
観
光
ホ
テ
ル
）
の
記
念

講
演
は
作
家
の
早
乙
女
勝
元
さ

ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

「
ぜ
ひ
、
聞
き
た
い
」
「
楽
し

み
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

早
乙
女
さ
ん
は
東
京
大
空
襲

の
地
獄
を
体
験
し
た
経
験
か
ら

平
和
の
尊
さ
を
語
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
和
祈
念

館
建
設
計
画
を
進
め
て
い
た
東

京
都
が
石
原
都
知
事
の
も
と
計

画
を
「
凍
結
」
。
早
乙
女
さ
ん

た
ち
が
「
東
京
大
空
襲
・
戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
」
を
た
ち
あ
げ

ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
早
乙
女
さ
ん
の
出
版
物

の
中
か
ら
2
冊
を
紹
介
し
ま
す

。

『
東
京
大
空
襲
60
年

母
の
記
録
』

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

定
価

本
体
四
八
〇
円
+
税

一
夜
に
し
て
10
万
人
も

の
命
を
奪
っ
た
東
京
大
空

襲
。
森
川
さ
ん
と
い
う
ひ

と
り
の
母
親
の
体
験
記
。

3
人
の
わ
が
子
を
亡
く
し

た
体
験
は
、
涙
な
く
し
て

読
め
ま
せ
ん
。

早
乙
女
さ
ん
が
、
解
説

で
東
京
大
空
襲
を
語
り
継

ぐ
意
味
を
書
か
れ
て
い
ま

す
。

『
パ
パ
マ
マ
バ
イ
バ
イ
』

早
乙
女
勝
元
著

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

定
価

一
八
九
〇
円

横
浜
市
の
住
宅
地
に
米
軍
フ
ァ

ン
ト
ム
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
墜
落
。

住
宅
地
が
大
爆
発
。
す
ぐ
さ
ま

駆
け
つ
け
た
自
衛
隊
は
住
民
を

救
助
せ
ず
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

脱
出
し
た
米
兵
を
救
助
。
大
爆

発
で
2
人
の
幼
い
子
ど
も
が
大

や
け
ど
を
負
い
命
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。
母
親
も
全
身
大
や
け
ど
、

わ
が
子
が
亡
く
な
っ
た
の
も
知

ら
ず
に
、
懸
命
に
…
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
か
ら
30
年
前
、
一
九

七
七
年
九
月
に
起
こ
っ
た
こ
と

で
す
。

早
乙
女
さ
ん
は
幼
い
命
を
奪

わ
れ
た
怒
り
か
ら
、
こ
の
本
を

書
き
ま
し
た
。

沖
縄
の
大
学
に
米
軍
ヘ
リ
が

墜
落
し
た
時
も
米
軍
優
先
で
し

た
。こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
？

現
代
日
本
の
歴
史
の
事
実
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
書
籍
も
組
合
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

講
演
に
期
待
の
声

夏
の
宿
泊
教
研
記
念
講
演

作
家

早
乙
女

勝
元
さ
ん


